
平成19年度 東京亀城会総会・懇親会
◎日　　時　6月16日（土）正午から開催

◎会　　場　レストランキャッスル (千代田区内幸町・イイノビル9階）

◎担当年次　32回・42回・52回・62回卒業

東京亀城会ホームページ：http://www.kijokai.net

［32回　昭和30年修学旅行・札幌］

ああ見よ鳥海七千餘尺

虚空に聳ゆる巨人の姿

黙示に学びてわれらの健児

六百並んで高きに向ふ

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校
★題字・高橋大乗(21回卒)／題字の色はスクールカラー

第27号
発行

平成１９年６月１日

最上の流れにうるほふ里の
学び舎みどりの希望はみちて

明るしや　清けしや
我らの園　我らの門
あしたに夕べに集ふ

手を引き助けて円かに睦みて
愛あり仁ある人とならん



＜第27号＞

一
、
総
会
・
懇
親
会

○
平
成
一
八
年
六
月
二
四
日
（
土
）

○
内
幸
町
・
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル

（
講
演
・
北
重
人
）

○
出
席
者：

一
三
〇
名

（
会
員
一
一
二
名
、
来
賓
一
八
名
）

二
、
平
成
一
八
年
度
亀
城
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
出
席

○
平
成
一
八
年
一
一
月
一
二
日
（
土
）

○
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

三
、
他
校
同
窓
会
総
会
な
ど
出
席
状
況

○
東
京
有

会
（
酒
田
西
高
）

○
如
松
同
窓
会
（
鶴
岡
北
高
）

○
東
京
鶴
翔
会
（
鶴
岡
南
高
）

○
東
京
み
や
ま
ち
ど
り
会
（
庄
内
総
合
高
）

○
紫
紺
会
（
酒
田
商
高
）

○
城
畔
同
窓
会
（
鶴
岡
工
業
高
校
）

○
ふ
れ
あ
い
酒
田

四
、
拡
大
理
事
会
・
会
務
執
行
理
事
会
な
ど

○
会
計
監
査

2

事業報告・18年度決算・19年度予算案

平
成
一
八
年
度

決
算
・
予
算

2,289,563
1,400,000
600,000
105,000
170,000
30,000
500,000

2,805,000
5,094,563 

41,000
1,040,000
180,000
60,000
530,000
575,000
220,000
90,000
70,000
165,000
150,000 

3,121,000
1,973,563 

5,094,563 

平
成
一
九
年
度
予
算
案

（
平
成
一
九
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
）

2,458,120
1,350,000
558,000
108,000
170,000
30,369
505,000

2,721,369
5,179,489 

41,284
1,122,853
154,793

0
494,266
613,708
187,402
52,030
60,090
163,500

0
2,889,926
2,289,563 

5,179,489 

平
成
一
八
年
度
決
算
案

（
平
成
一
八
年
四
月
一
日
〜
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
）

前 年 度 繰 越 金
年 会 費
総 会 会 費
各 種 会 合 会 費
寄 付
雑 収 入
会 報 広 告 掲 載 料
収 入 小 計
合 計

会 議 費
総 会 費
各 種 会 合 費
同期会発足支援費（旧事業費）
通 信 費
印 刷 費
事 務 費
旅 費 交 通 費
振 込 料
渉 外 費
予 備 費
支 出 小 計
次 年 度 繰 越 金

合 計

2,458,120
1,700,000
636,000
105,000
200,000
60,000
600,000 

3,301,000
5,759,120 

14,000
1,092,500
200,000
90,000
515,000
585,000
300,000
155,000
70,000
210,000
150,000

3,381,500
2,377,620 

5,759,120 

１
２
３
４
５
６
７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

収
　
入
　
の
　
部

支
　
出
　
の
　
部

平
成
一
八
年
度
予
算

（
平
成
一
八
年
四
月
一
日
〜
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
）

庄
内
ふ
る
さ
と
会
会
長

淑
徳
学
園
評
議
員

自
宅
　
板
橋
区
成
増
四
ノ
二
十
八
ノ
五

電
話
　
〇
三
・
三
九
三
〇
・
三
二
七
一

佐

藤

悦

彦

〒
九
九
八
・
〇
〇
四
六

山

形

県

酒

田

市

一

番

町

十

二

番

六

号

電
話
　
〇
二
三
四
・

二

二

・

三

二

一

八

自
　
宅
　
〒
九
九
九
・
八
二
三
五

山
形
県
飽
海
郡
八
幡
町
観
音
寺
町
四
五

電
話
　
〇
二
三
四
・
六
四
・
三
四
九
七

英
語
教
室

あ
る
び
お
ん
主
宰岩

谷

純

子

（
32
回
）

㈲
た
つ
み
や

酒
田
市
中
町
二
丁
目
―
五
―
二
七

1
〇
二
三
四
―
二
四
―
八
七
六
八

熱

海

壽

美

（
昭
和
二
八
年
卒
業
）

専
務
取
締
役

明
徴
出
版
有
限
会
社

加

藤

茂

藏

（
昭
和
十
一
年
卒
業
）

代
表
取
締
役

ス
ガ
ワ
ラ
管
理
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社

建
物
の
清
掃
・
設
備
の
管
理

〒
一
七
四
・
〇
〇
五
六

板
橋
区
志
村
一
―
三
〇
―
一
九

田
園
キ
ャ
ッ
ス
ル
志
村
三
〇
九

電
話
〇
三
（
三
五
五
八
）
七
五
四
六

菅

原

幸

夫

代
表

元
木
徹
法
律
事
務
所〒

一
〇
四
・
〇
〇
六
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
八
―
六

井
門
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

電
　
話
〇
三
（
三
五
六
四
）
二
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
五
三
五
）
三
五
四
三

元

木

　

徹

（
昭
和
四
二
年
卒
業
）

弁
護
士

〒
三
三
六
・
〇
九
三
六

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
太
田
窪

三
―
十
一
―
十
六

電
　
話
　
〇
四
八
（
八
八
一
）
二
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
八
（
八
八
一
）
四
九
五
二

Ｊ
Ｍ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｊ
Ｍ
Ｄ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
ニ
ー

〒
一
〇
八
・
〇
〇
二
三

東
京
都
港
区
芝
浦
二
―
八
―
九
　
Ｊ
Ｍ
Ｄ
ビ
ル

電
　
話
　
〇
三
（
三
四
五
三
）
七
二
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
五
四
三
九
）
九
〇
九
一

メ
ー
ル：

kushm
aya@

aol.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.jm
dm
inilab.com

/

工

藤

久

美

（
五
三
回
卒
）

代
　
表

遠
藤
登
記
測
量
総
合
事
務
所

〒
一
九
〇
・
〇
〇
二
二

立
川
市
錦
町
二
丁
目
二
番
五
―
三
〇
一
号

電
　
話
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
五
二
九
―
二
八
四
四

遠

藤

　

功

（
昭
和
四
四
年
卒
業
）

所
　
長

橋
企
画
・
編
集
事
務
所

〒
一
九
二
・
〇
三
六
四

八
王
子
市
南
大
沢
五
―
九
―
六
―
四
〇
六

電
　
話
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
―
六
七
五
―
八
一
九
五

橋

常

昭

（
四
六
回
卒
）

代
　
表

株
式
会
社
　
菅
原
工
務
所

〒
九
九
八
・
〇
八
五
六

酒
田
市
東
栄
町
十
二
―
四
四

電
　
話
　
〇
二
三
四
―
二
二
―
五
四
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
三
四
―
二
三
―
七
〇
三
四

菅

原

　

靖

（
昭
和
四
六
年
卒
業
）

総
合
建
設
業

株
式
会
社

加
藤
組〒

九
九
八
・
〇
〇
三
三

山
形
県
酒
田
市
中
央
東
町
四
―
五
七

電
　
話
　
〇
二
三
四
（
二
二
）
二
〇
二
一

加

藤

　

淳

（
五
三
回
卒
）

常
務
取
締
役

（
有
）
保
科
商
会
　
一
般
・
産
廃
収
集
運
搬

〒
二
一
三
・
〇
〇
三
三

川
崎
市
高
津
区
下
作
延
一
〇
九
八

電
　
話
〇
四
四
・
八
六
五
・
六
一
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
四
・
八
六
五
・
六
一
四
〇

携
　
帯
〇
九
〇
・
三
五
四
二
・
一
三
八
四

保

科

正

昭

(

四
六
回
卒
）

代
表
取
締
役



二
月
早
々
に
我
が
家
の
庭
に
鴬
が
啼

き
は
じ
め
、
今
年
は
桜
も
早
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
桜
は
例
年
よ

り
少
々
早
め
の
よ
う
で
す
。
地
球
の
温

暖
化
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

三
月
の
初
め
に
所
用
が
あ
っ
て
酒
田

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
酒
田
の
駅
に
つ

い
て
驚
い
た
の
は
、
客
の
少
な
さ
、
駅

前
の
人
通
り
の
少
な
さ
で
し
た
。
夜
の

街
の
活
気
の
な
さ
に
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
山
形
新
幹
線
も
余
目
止
ま
り
と

の
事
で
す
し
、
こ
れ
で
は
酒
田
は
陸
の

孤
島
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。

酒
田
の
人
達
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
東
京
亀
城
会
に
も
協

力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
内
容
が
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
。
は
っ
き
り
し
た
ら
東

京
亀
城
会
で
も
討
議
せ
ね
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
々
さ
ま
お
変
わ
り

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

平
成
一
九
年
度
も
総
会
・
懇
親
会
に

首
都
圏
で
生
活
し
て
い
る
学
生
を
招
待

さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
古

里
を
離
れ
て
い
る
学
生
諸
君
に
と
っ
て

頼
も
し
い
心
の
拠
所
に
な
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
亀
城
会
の
ご

配
慮
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
母
校
も
念
願
だ
っ
た
新
校
舎

が
完
成
し
、
満
開
の
桜
の
も
と
新
学
期

が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
元
酒
田
で
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
、
亀
城
同
窓
会
で
は
今
後

の
教
育
運
営
に
役
立
て
て
貰
い
た
く
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
七

部
室
及
び
用
具
室
の
新
設
を
計
画
し
、

母
校
に
贈
呈
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
春
の
大
学
進
学
受
験
の
成
果
は
学

校
側
の
ご
努
力
に
よ
り
、
期
待
を
上
回

る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
方
、
部
活
動
も
野
球
部
は
じ
め
陸

上
競
技
、
軟
式
テ
ニ
ス
、
篭
球
等
々
好

成
績
を
お
さ
め
て
我
々
を
大
い
に
喜
ば

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
は
今
年

度
も
引
き
継
が
れ
、
更
な
る
成
果
を
出

し
て
貰
い
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
亀
城
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ

も
暖
か
い
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
六
月
の
総
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
皆
様
の
ご
活
躍
の
様
子
と
熱
い
思

い
を
心
強
く
受
け
止
め
ま
し
た
。

酒
東
の
平
成
一
八
年
度
は
、
夏
の
甲

子
園
県
予
選
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
大
学

入
試
な
ど
、
文
武
両
面
で
頑
張
り
、
そ

の
成
果
も
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
、
未
履
修
問
題
で
は
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
補
充
も
完
了
し

て
二
月
下
旬
か
ら
は
新
校
舎
で
教
育
活

動
を
開
始
し
、
三
月
一
日
の
卒
業
式
は

予
定
ど
お
り
新
校
舎
で
執
り
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

体
育
館
な
ど
も
含
め
一
通
り
校
舎
改

築
が
完
了
し
、
旧
校
舎
解
体
と
外
構
工

事
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
を
捉
え
東
京
亀
城
会
か
ら
多
額
の

記
念
品
寄
贈
の
ご
厚
志
が
あ
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
三
月
で
定
年
退
職
と
な
り
、
佐

藤
里
美
新
校
長
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

3

会長・同窓会長ご挨拶・母校報告

＜第27号＞

酒
田
に
活
気
を

母
校
へ
の
熱
い
思

い
に
感
謝
し
ま
す

校　長

船越　重幸
（40回）

東京亀城会会長

上林　茂
（27回）

新
校
舎
の
完
成

亀城同窓会長

宗　雄司
（35回）

平
成
一
八
年
　
四
月
初
旬

○
拡
大
理
事
会

平
成
一
八
年
　
四
月
一
五
日
（
土
）

○
会
務
執
行
理
事
会

平
成
一
八
年
　
四
月
一
五
日
（
土
）

平
成
一
八
年
　
五
月
二
七
日
（
土
）

平
成
一
八
年
　
七
月
　
八
日
（
土
）

平
成
一
九
年
　
一
月
一
八
日
（
土
）

平
成
一
九
年
　
三
月
二
四
日
（
土
）



實
践
し
て
生
命
あ
り

（
平
田
　
亨
先
生
）

１
、健
康
　
２
、明
朗
　
３
、眞
面
目

（
和
根
埼
正
伴
先
生
）

生
涯
若
さ
を
失
う
勿
れ（

成
沢
平
吾
先
生
）

努
力
は
天
才
に
勝
つ

（
池
田
重
三
先
生
）

4

幹事年特集・卒業アルバムから＜32回＞

＜第27号＞

2組 1組

4組 3組

6組 5組



い
つ
ま
で
も
柔
軟
な
心

（
佐
藤
　
善
一
先
生
）

無
駄
事
も
必
要
の
中

（
富
樫
亨
四
郎
先
生
）

愛
は
勝
利
す
る

（
斎
藤
造
酒
雄
先
生
）

運
・
鈍
・
根

（
今
田
　
幸
昭
先
生
）

雨
水
は
岩
石
を
も
溶
か
す
（
相
馬
　
清
一
先
生
）

5
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桜の下で

教養の見せどころ 質実剛健？

酒東のハナ オーワンダフル 強き者　汝の名は女なり



橋
武
男
先
生
元
気
だ
が

表
題
の
如
く
問
わ
れ
れ
ば
「
ま

ず
ま
ず
で
が
ん
す
の
ー
」
と
答
え

ま
し
ょ
う
か
。

三
二
回
卒
の
闍
橋
武
男
で
す
。

こ
の
学
年
は
三
年
間
学
級
も
担

任
（
一
部
学
級
が
交
換
）
も
全
く

同
じ
。
私
の
学
級
で
は
座
席
順
さ

え
三
年
間
全
く
同
じ
で
し
た
。

ま
た
、
男
女
、
男
子
の
み
の
学

級
が
半
々
で
、
あ
る
学
級
か
ら
は

羨
ま
し
が
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

尚
、
当
学
年
よ
り
新
校
舎
落
成

記
念
と
し
て
、
廉
価
で
最
高
に
目

立
つ
物
と
し
て
大
鏡
二
枚
を
寄
贈

し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昭
四
四
年
か
ら
昭

五
三
年
ま
で
母
校
に
勤
務
し
ま
し

た
。そ

の
頃
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
る
も
の

が
流
行
り
出
す
と
共
に
生
徒
の
長

髪
が
ぼ
ち
ぼ
ち
と
目
立
ち
、「
切

っ
て
く
る
よ
う
に
」。
す
る
と
僅

か
だ
け
短
く
し
て
来
る
。

「
未
だ
未
だ
長
い
！
」
等
の
や

り
取
り
で
大
分
恨
ま
れ
た
方
の
一

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

暮
に
は
品
川
駅
近
く
の
東
禅
寺

に
も
行
っ
て
来
ま
し
た
。

最
後
に
東
京
亀
城
会
の
益
々
の

御
発
展
を
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

上
林
眼
科
医
院

〒
三
六
二
・
〇
〇
四
七

上

尾

市

今

泉

三

六

五

―

六

八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
八
―
七
八
一
―
〇
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
八
―
七
二
六
―
五
七
〇
九

上
林
　
茂

（
昭
和
二
七
年
卒
業
）

院
　
長

相
川
・
田
中
法
律
会
計
事
務
所

弁
護
士

相
　
川
　
俊
　
明

（
昭
和
三
三
年
卒
）

東
京
都
新
宿
区
四
谷
一
―
九

有
明
家
ビ
ル
６
Ｆ

電
　
話
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
六
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
三
五
三
―
四
三
二
八

〒
一
〇
五
・
〇
〇
〇
三

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
ノ
七
ノ
一
四

垣
見
ビ
ル
七
階

電
　
話
　
〇
三
（
三
五
八
〇
）
八
五
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
五
八
〇
）
八
五
一
九

佐
々
木
特
許
事
務
所

佐
々
木
重
光

（
昭
和
三
二
年
卒
業
）

弁
理
士

染
谷
英
雄

（
昭
和
三
五
年
卒
業
）

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

〒
一
〇
一
・
〇
〇
二
一

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
丁
目
五
番
一
二
号

電
　
話
　
〇
三
―
三
八
三
六
―
六
八
二
一
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
―
三
八
三
六
―
六
三
五
〇

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
品
総
合
商
社

株
式
会
社
　
栄
　
電
　
子

丸
藤
　
晋

（
四
六
回
卒
）

〒
九
九
八
・
〇
八
四
三

山
形
県
酒
田
市
千
石
町
一
―
七
―
二
八

電
　
話

〇
二
三
四
（
二
五
）
八
一
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
三
四
（
二
三
）
二
八
〇
〇

Ｇ
＆
Ｎ

企
画
・
建
築
・
設
計

代
　
表〒

一
〇
五
・
〇
〇
〇
一

東
京
都
虎
ノ
門
二
―
六
―
四

虎
ノ
門
11
森
ビ
ル
七
階

電
　
話
　
〇
三
（
三
五
九
七
）
一
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
五
九
七
）
一
九
三
四

進
藤
弘

税
理
士
事
務
所

進

藤

　

弘

（
昭
和
五
三
年
卒
業
）

税
理
士
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平成19年度総会・懇親会

式次第予定

（12：00～15：00）

◆第1部総会

平成18年度事業報告
平成18年度決算報告
平成18年度監査報告
平成19年度活動案
平成19年度予算案

◆第2部懇親会
活弁・佐々木亜希子
（『血煙高田馬場』、
『大学は出たけれど』）
恩師のお言葉
喜寿のお祝い
会旗引継
応援歌合唱・校歌斉唱



7 ＜第27号＞

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
木
山
事

務
所
を
主
宰
す
る
木
山
潔
さ
ん
。
こ
の

二
五
年
あ
ま
り
で
一
〇
〇
本
以
上
の
演

劇
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
数
々
の
賞
に
輝

い
て
い
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
漫
画
『
は

だ
し
の
ゲ
ン
』
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
、
日

本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
国
で
の
上
演

が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
木
山
さ
ん
の

事
務
所
を
訪
ね
ま
し
た
。

―
高
校
時
代
か
ら
演
劇
が
お
好
き
で
こ

の
道
へ
進
ま
れ
た
の
で
す
か
？

木
「
い
え
い
え
、
全
く
興
味
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
真
面
目
で
模
範
的
な
高

校
生
で
し
た
。
そ
の
反
動
で
同
志
社
大

学
で
は
遊
ん
で
ば
か
り
で
し
た
が
、
別

に
夢
中
に
な
る
ほ
ど
の
も
の
も
な
く
、

法
学
部
を
卒
業
し
て
、
普
通
に
大
阪
の

読
売
新
聞
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
名
前

の
あ
る
と
こ
ろ
に
就
職
す
れ
ば
親
が
安

心
す
る
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
も
一

年
で
辞
表
を
出
し
て
。

た
ま
た
ま
劇
団
に
入
っ
て
い
た
友
人

が
い
て
、
彼
の
影
響
で
文
学
座
を
受
け

た
ん
で
す
。
演
劇
の
方
が
、
自
由
で
束

縛
さ
れ
ず
に
、
社
会
に
対
し
て
も
の
が

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
。
人
生
で
初

め
て
の
、
意
志
的
な
選
択
で
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
役
者
で
は
な
く
制
作
部
、
裏

方
で
す
。
そ
れ
か
ら
四
季
な
ど
い
く
つ

か
の
劇
団
を
経
て
、
三
七
歳
で
今
の
事

務
所
と
養
成
所
を
作
っ
て
、
渋
谷
の
ジ

ャ
ン
ジ
ャ
ン
等
小
劇
場
で
公
演
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

―
木
山
さ
ん
に
と
っ
て
の
転
機
は
…

木
「
い
つ
も
転
機
で
す
…
。
小
さ
な
転

機
は
、
日
常
化
し
て
い
ま
す
ね
。
演
劇

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、
し
か
も
事
務
所

を
主
宰
し
て
い
る
と
、
仕
事
上
の
壁
は

日
常
茶
飯
事
で
す
。
食
べ
て
い
く
の
が

非
常
に
難
し
い
芝
居
の
世
界
で
、
劇
団

員
を
抱
え
、
多
く
の
人
間
と
関
わ
り
な

が
ら
、
お
金
の
工
面
を
し
て
、
上
演
ま

で
あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
背
負
っ
て
行

く
ん
で
す
か
ら
、
人
間
が
鍛
え
ら
れ
ま

す
。
よ
く
続
け
て
き
た
な
と
」

―
昨
年
拝
見
し
た
新
国
立
劇
場
で
の

『
赤
い
鳥
の
居
る
風
景
』
で
は
、
演
出
も

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
。

木
「
演
出
は
あ
の
作
品
が
初
め
て
な
ん

で
す
。
演
出
は
楽
し
い
で
す
ね
。
ソ
ウ

ル
と
Ｎ
Ｙ
で
も
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
や
っ
て
い
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
た

い
へ
ん
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
ね
」

―
多
く
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
の
中
で
、

一
番
思
い
入
れ
が
あ
る
の
は
―
。

木
「
や
は
り
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
で
し

ょ
う
ね
。
日
本
各
地
の
他
、
毎
年
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
海
外
公
演
も
盛
況
で

す
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
す
ぐ
側
で
も

公
演
し
ま
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
反

応
の
違
い
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
原

爆
を
落
と
し
た
国
で
す
が
、
被
害
の
実

態
を
知
ら
な
い
の
で
非
常
に
衝
撃
を
受

け
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
経
験
が
あ
る
た
め
、
と
て
も
敏
感
で

す
。
ソ
ウ
ル
な
ど
は
、
日
本
の
占
領
下

に
置
か
れ
た
国
で
す
か
ら
、
反
日
感
情

も
あ
る
し
『
被
害
者
ヅ
ラ
す
る
な
』
と

い
っ
た
感
覚
も
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
の

一
〇
月
に
は
ロ
シ
ア
で
公
演
し
ま
す
が
、

日
本
は
も
っ
と
、
原
爆
の
実
態
を
世
界

に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
、
私

は
痛
感
し
て
い
ま
す
」

―
大
変
な
演
劇
の
世
界
で
活
動
す
る
原

動
力
、
木
山
さ
ん
の
『
核
』
と
は
？

木
「
時
代
に
問
い
か
け
る
、
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
今
は
テ
レ
ビ
を
中
心

に
時
代
に
同
調
す
る
、
迎
合
す
る
も
の

が
多
い
。
で
も
、
演
劇
は
批
判
的
精
神

を
失
っ
た
ら
意
味
が
な
い
と
思
う
ん
で

す
」

―
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は

木
「
日
本
の
演
劇
も
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
き
て
、
常
に
世
界
各
地
で
日
本
の
演

劇
が
上
演
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
ま

で
あ
と
少
し
。
今
は
そ
の
下
準
備
。
次

の
世
代
の
た
め
に
礎
を
築
き
た
い
し
、

演
劇
で
僕
な
り
の
世
界
観
を
伝
え
た
い

で
す
ね
」

―
特
に
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

木
「
若
い
う
ち
は
失
敗
を
怖
が
ら
ず
冒

険
し
、
思
い
き
り
悩
ん
だ
方
が
立
ち
直

れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
よ
り
上
の

レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
に
身
を
置
く
こ
と
。

環
境
が
自
分
を
育
て
て
く
れ
ま
す
」

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
の
先
輩
に
会
い
た
い
！

木き

山
や

ま

潔
き

よ

し

演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
36
回

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文

佐
々
木

亜
希
子

活
動
弁
士
・
65
回
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「
有
楽
町
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
の
唄

に
因
ん
で
、
元
数
寄
屋
橋
跡
の
側
に
あ

る
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
ビ
ル
二
階
「
さ

が
み
」
で
四
月
七
日
、
酒
田
市
か
ら
ト

一
屋
社
長
荒
木
、
山
形
市
小
林
、
諏
訪

市
中
村
、
横
浜
市
越
後
谷
、
川
崎
市
今

野
と
東
京
都
闍
橋（
浩
）、
闍
橋（
幸
）、

斎
藤
、
庄
司
の
九
名
が
集
合
。
日
支
か

ら
世
界
大
戦
迄
の
軍
関
係
の
幼
年
校
・

陸
士
・
海
兵
に
進
み
戦
死
さ
れ
た
朋
友

や
故
人
と
な
っ
た
同
年
卒
業
生
に
黙
祷

し
、
又
上
級
校
に
進
学
し
て
学
徒
兵
一

〇
期
一
一
期
の
士
官
と
な
っ
て
苦
労
し

て
生
き
残
っ
た
現
在
を
語
り
杯
を
重
ね

た
。
今
後
も
長
生
き
し
て
、
米
寿
の
祝

い
は
故
郷
の
酒
田
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う

と
こ
の
度
の
会
を
結
ん
だ
。

自
分
で
は
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

何
時
の
間
に
か
こ
ん
な
年
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
理
解
と
言
う
が
、
こ
れ

を
相
手
の
人
々
と
確
認
し
合
う
の
が
納

得
と
言
う
そ
う
で
あ
る
。

通
例
、
年
を
と
っ
て
く
る
と
、
病
気

の
話
が
話
題
の
中
心
と
な
る
の
が
相
場

で
あ
る
。

一
時
、
大
手
術
を
し
た
人
が
長
時
間

に
わ
た
り
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

折
角
の
場
が
白
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
最
近
で
は
そ
れ
が
な
く
な
り
、

も
っ
ぱ
ら
、
社
会
状
況
を
憂
え
る
事
が

多
く
な
っ
て
き
た
。
い
じ
め
か
ら
始
ま

り
、
自
殺
、
親
が
子
を
殺
す
、
子
が
親

を
殺
す
、
果
て
は
泥
棒
事
件
の
多
発
ま

で
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
社
会
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
質
実
剛
健
の
気
風
を

教
え
ら
れ
育
っ
て
き
た
我
々
に
は
、
理

解
出
来
な
い
事
で
あ
る
。

今
後
も
、
少
し
で
も
社
会
を
良
く
す

る
た
め
努
力
し
て
行
こ
う
と
い
う
結
論

で
、
賑
や
か
に
終
了
し
た
。

こ
の
度
、
株
式
会
社
モ
ト
タ
テ
代
表

取
締
役
富
樫
憲
一
氏
の
長
年
に
亘
る
社

寺
建
築
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
一
八
年
秋
に
黄
綬
褒
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

此
の
栄
誉
は
御
本
人
、
御
家
族
は
も

と
よ
り
酒
田
建
築
業
界
の
発
展
の
た
め

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
、
建
築
業
界
八
名
が
発
起
人
と
な
り
、

平
成
一
九
年
二
月
一
七
日
（
土
）
正
午

よ
り
、
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
み
ず
ほ
に
於

い
て
、
富
樫
憲
一
氏
褒
章
授
章
祝
賀
会

が
酒
田
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
、
秋
田
、

茨
城
、
新
潟
等
の
県
外
か
ら
著
名
人
多

数
と
建
築
業
者
、
同
級
生
も
参
加
し
二

五
五
名
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

彼
は
酒
田
中
学
校
夜
間
部
時
代
か
ら

研
究
熱
心
で
、
釘
を
一
切
使
わ
な
い
伝

統
的
な
宮
大
工
仕
事
が
最
高
の
木
造
建

築
と
技
能
の
研
鑽
に
努
め
、
社
寺
建
築

の
世
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

そ
の
効
率
的
な
施
工
方
法
と
緻
密
で
正

確
な
仕
事
に
対
す
る
評
判
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
、
海
外
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

企
業
と
し
て
手
掛
け
た
四
〇
〇
近
い

建
築
物
に
は
伊
勢
神
宮
神
楽
殿
や
明
治

神
宮
祈
祷
殿
、
靖
国
神
社
随
身
門
、
そ

れ
に
本
楯
の
城
輪
柵
跡
、
宮
城
県
仙
台

市
の
孝
勝
寺
の
五
重
塔
等
が
あ
り
、
平

成
六
年
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
「
現
代

の
名
工
」
の
表
彰
、
平
成
五
年
に
酒
田

市
市
民
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

同期会・昨日 今日

16回

東
京
に
集
っ
て

寿
禄
会

庄
司
悌
二

22回

理
解
と
納
得斉

藤
昭
三

24回

宮
大
工
の
伝
統
を
継
続

根
上
茂
三

富樫憲一氏
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六
月
一
一
日
倉
田
幹
事
の
お
世
話
で

日
本
橋
の
仙
台
工
業
倶
楽
部
に
一
四
人

が
集
ま
っ
た
。
飲
む
前
に
風
間
医
師
が

「
エ
ー
ゲ
海
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
見
所
」

に
つ
い
て
話
し
、
後
藤
が
「
日
本
酒
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
等

級
廃
止
か
ら
「
純
米
吟
醸
」「
山
廃
仕

込
み
」「
本
醸
造
」
等
表
示
の
由
来
や
、

戦
費
調
達
の
た
め
に
官
が
指
導
し
た
金

太
郎
飴
的
な
味
が
不
人
気
に
な
り
、
酒

蔵
の
若
手
後
継
者
達
が
花
の
酵
母
や
個

性
的
原
料
を
使
う
改
革
等
を
始
め
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

宴
会
に
移
り
不
参
加
者
の
消
息
、
一

年
ぶ
り
の
情
報
交
換
や
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
飲
む
ほ
ど
に
古
希
を
越
え
た

少
年
に
戻
っ
た
。

例
年
の
よ
う
に
元
酒
田
市
長
・
相
馬

大
作
応

援
団
長

の
音
頭

で
、
校

歌
「
あ

あ
見
よ

鳥
海
」

か
ら
始

ま
っ
て

覚
え
て

い
る
限
り
の
応
援
歌
練
習
を
や
り
、
再

会
を
期
し
て
散
会
し
た
。

酒
田
東
高
等
学
校
入
学
年
次
の
春
先
、

当
時
の
校
舎
の
昇
降
口
の
角
か
ら
、
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
越
し
に
眺
め
た
鳥
海
山

は
遥
か
遠
く
に
霞
み
か
か
っ
た
山
に
見

え
た
。
観
音
寺
で
見
る
雄
大
な
山
と
は

比
べ
物
に
な
ら
ぬ
小
さ
な
山
で
、
何
故

か
知
ら
ぬ
が
無
性
に
悔
し
い
思
い
を
し

た
事
が
想
い
出
さ
れ
る
。
あ
れ
か
ら
五

〇
余
年
、
正
に
光
陰
矢
の
如
し
で
あ
る
。

恒
例
の
東
京
二
八
会
総
会
は
、
昨
年

の
一
一
月
一
五
日
三
六
名
の
参
加
者
を

得
て
、
飯
野
ビ
ル
で
酒
田
出
身
の
津
軽

三
味
線
奏
者
の
岡
田
修
さ
ん
を
余
興
に

迎
え
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
そ

の
際
に
記
念
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

今
年
は
酒
田
で
の
開
催
は
一
〇
月
七

日
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
を
予
定
。
東
京
は
猪

俣
・
前
田
両
君
の
幹
事
で
企
画
中
で
す
。

何
れ
の
会
も
今
か
ら
み
ん
な
と
の
再
会

が
楽
し
み
で
す
。

健
者
は
驕
る
事
無
く
謙
虚
に
遊
ぶ
こ

と
を
好
む
に
習
い
、
竹
馬
の
会
が
音
頭

を
取
り
、
毎
月
一
回
東
京
近
郊
を
見
学

し
な
が
ら
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
。
散

策
後
に
飲
み
交
わ
す
一
献
が
堪
ら
ず
参

加
す
る

人
が
多

い
。
一

八
回
目

を
迎
え

る
盛
況

振
り
。

又
二

月
に
は

高
潔
善

美
で
健

康
、
閑

と
若
干

の
邪
念
を
持
っ
た
仲
間
が
、
寒
中
の
日

本
を
避
け
、
常
夏
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

バ
ン
ド
ン
市
に
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
を
組
み
、

一
〇
日
間
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
ジ
ャ
ワ
娘
を
キ
ャ
デ
ィ
に
し
て

六
ラ
ウ
ン
ド
のplay

を
楽
し
ん
で
来
た
。

四
月
に
は
名
古
屋
在
住
の
会
員
の
企
画

で
、
岐
阜
近
郊
で
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

予
定
し
て
い
る
。
文
字
通
り
、
健
者
で

高
潔
な
、
恐
る
べ
き
怪
人
達
の
集
団
で

あ
る
。

東
京
ふ
く
の
会
は
昨
年
、
四
〇
周
年

の
総
会
を
祝
い
ま
し
た
。
酒
田
を
は
じ

め
盛
岡
、
新
潟
、
寒
河
江
、
鈴
鹿
な
ど

の
遠
方
組
を
加
え
五
六
名
が
か
ん
ぽ
ヘ

ル
ス
プ
ラ
ザ
東
京
に
参
集
。
料
理
よ
り

お
話
が
メ
イ
ン
で
、
健
康
や
近
況
報
告

な
ど
時
を
忘
れ
た
二
時
間
半
で
し
た
。

平
成
一
六
年
、
神
奈
川
県
在
住
者
が

健
康
を
気
に
し
て
始
め
た
「
歩
こ
う
会
」

が
今
年
三
月
で
二
五
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
月
第
三
水
曜
日
は
日
帰
り
で
、

年
一
回
は
一
泊
ハ
イ
ク
。
女
性
群
持
参

の
手
作
り
料
理
や
お
に
ぎ
り
の
お
裾
分

け
が
好
評
で
、
ふ
る
さ
と
が
偲
ば
れ
る

味
つ
け
が
格
別
で
す
。
現
在
レ
ギ
ュ
ラ

ー
は
男
女
で
一
〇
名
程
、
第
一
回
の
葉

山
御
用
邸
、
湘
南
国
際
村
か
ら
は
じ
ま

り
、
最
近
で
は
東
京
の
昭
和
記
念
公
園
、

埼
玉
の
川
越
や
千
葉
の
稲
毛
海
岸
、
茨

城
の
筑
波
山
、
長
野
の
蓼
科
な
ど
へ
足

を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
組
の
元
気
印
は
「
コ
ー
ラ
ス

ふ
く
の
か
い
」。
平
成
六
年
発
足
時
は
七

〇
歳
迄
と
し
て
始
め
た
同
会
は
、
老
い

て
ま
す
ま
す
元
気
。
今
な
お
混
声
四
部

の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
月

二
回
楽
し

ん
で
い
ま

す
。
二
九

年
卒
以
外

の
方
で

も
、
勿
論

大
歓
迎
で

す
。

同期会・昨日 今日

28回

高
潔
善
美
な
怪
人
達

堀
　
　
弘

29回

い
つ
ま
で
も
若
い

東
京
ふ
く
の
会冨樫

弘
喜

23回

エ
ー
ゲ
海
と
日
本
酒
の

化
学
を
肴
に

後
藤
　
健
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我
等
も
卒
業
後
半
世
紀
を
過
ぎ
た
。

昨
年
七
月
に
は
卒
業
五
〇
周
年
記
念
に

「
想
い
出
修
学
旅
行
」
を
行
っ
た
。
高
校

二
年
の
夏
我
々
の
修
学
旅
行
は
南
北
海

道
で
あ
っ
た
。
当
時
は
酒
田
か
ら
汽
車

の
旅
で
青
函
連
絡
船
も
初
め
て
の
経
験
。

函
館
山
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
、
大
沼

公
園
、
昭
和
新
山
、
登
別
温
泉
、
札
幌
、

北
海
道
大
学
等
を
廻
っ
た
。
今
回
の
想

い
出
旅
行
は
、
酒
田
か
ら
、
東
京
か
ら

と
空
路
こ
そ
利
用
し
た
が
函
館
か
ら
札

幌
ま
で
は
観
光
バ
ス
を
利
用
し
、
五
〇

年
前
と
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
る
二
泊
三
日

の
熟
年
修
学
旅
行
で
あ
る
。
昭
和
新
山

は
当
時
は
ま
さ
に
新
し
い
山
で
あ
り
、

道
も
凸
凹
で
山
の
中
腹
か
ら
ま
だ
煙
が

出
て
お
り
、
我
々
は
そ
こ
を
歩
い
て
登

っ
た
。
そ
ん
な
写
真
が
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
載
っ
て
い
る
。
五
〇
年
後
の
現
在
道

路
は
整
備
さ

れ
緑
も
豊
か

に
な
り
、
近

代
的
な
観
光

地
と
な
っ
て

い
た
。
三
松

ダ
イ
ヤ
グ
ラ

ム
で
有
名
な

壮
瞥
郵
便
局

長
三
松
正
夫

氏
の
記
念
館

が
あ
っ
た
の
で
入
っ
て
み
た
。
地
方
の

一
郵
便
局
長
が
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば

と
色
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
昭
和
新
山

誕
生
の
観
測
を
続
け
た
姿
に
感
動
を
覚

え
た
。

登
別
温
泉
で
は
同
じ
「
旅
館
」
だ
が
、

今
は
様
変
わ
り
し
た
「
ホ
テ
ル
」
第
一

滝
本
館
に
泊
ま
り
、
酒
田
、
東
京
、
山

形
、
青
森
、
北
海
道
…
か
ら
の
参
加
者

全
員
で
懇
親
会
を
開
い
た
。
五
〇
年
ぶ

り
に
会
っ
た
同
級
生
も
お
り
、
大
い
に

旧
交
を
温
め
た
。

修
学
旅
行
当
時
の
我
々
の
多
く
は
大

学
受
験
勉
強
の
最
中
に
あ
り
、
北
海
道

大
学
を
見
た
時
は
大
学
と
は
こ
ん
な
広

い
学
舎
な
の
か
と
、
何
か
燃
え
る
気
持

ち
を
持
っ
た
。
今
回
も
ク
ラ
ー
ク
像
に

再
会
し
当
時
の
感
慨
が
回
帰
し
た
。
皆

さ
ん
も
同
じ
感
情
を
お
持
ち
の
様
子
で

あ
っ
た
。

今
回
の
旅
は
若
き
日
を
呼
び
戻
し
、

活
力
と
情
熱
を
与
え
て
く
れ
た
記
念
す

べ
き
「
熟
年
修
学
旅
行
」
と
な
っ
た
。

昨
年
一
一
月
二
七
日（
月
）に
新
宿
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
四
二
Ｆ
で
東
京
を
眼

下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
北
海
道

か
ら
、
南
は
静
岡
か
ら
の
総
勢
六
〇
名

が
参
加
。
座
が
も
た
な
か
っ
た
ら
と
い

う
程
度
に
考
え
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
が
大

好
評
で
、
隠
れ
芸
人
が
多
数
日
頃
鍛
え

た
喉
を
披

露
し
た
。

名
簿
を
充

実
さ
せ
て

き
た
こ
と

と
、
参
加

者
の
方
で

時
間
的
余

裕
が
で
き

た
の
か
、

何
十
年
ぶ

り
か
で
出

席
者
が
増

え
、
嬉
し
い
限
り
だ
。
幹
事
役
は
ク
ラ

ス
順
送
り
に
し
て
い
る
が
、
毎
年
幹
事

役
は
出
席
者
確
保
に
大
変
だ
。
今
年
は

一
組
が
幹
事
役
で
、
既
に
一
回
目
の
準

備
会
を
三
月
一
八
日
に
開
き
、
は
り
き

っ
て
い
る
。軈
会
え
る
時
に
会
っ
て
お
こ

う
軋
が
わ
れ
わ
れ
の
合
い
言
葉
。
今
年

も
多
く
の
同
期
に
会
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

軈
さ
が
だ
さ
あ
べ
〜
軋
を
合
言
葉
に
三

四
会
は
昨
年
一
〇
月
七
日
、
湯
野
浜
温

泉
近
く
の
「
い
こ
い
の
村
・
庄
内
」
に

遠
く
は
オ
ラ
ン
ダ
の
建
部
君
を
は
じ
め

関
東
、
北
海
道
、
岐
阜
な
ど
か
ら
総
勢

四
四
名
が
集
合
。
総
会
・
懇
親
会
で
久

し
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
、
更
に
二
次
会

で
は
カ
ラ
オ
ケ
と
深
夜
ま
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
し

ま
し
た
。

翌
八
日
は

最
上
川
船
着

場
へ
、
残
念

な
が
ら
前
夜

か
ら
の
雨
に

よ
る
増
水
と

強
風
で
舟
下

り
は
欠
航
と

な
り
急
遽
、

松
山
城
資
料

館
へ
。
引
き
続
き
市
内
の
相
馬
楼
で
酒

田
舞
娘
の
踊
り
と
舞
娘
弁
当
の
食
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。
相
馬
楼
で
解
散
の
あ

と
、
二
二
名
で
鳥
海
山
荘
へ
。
二
日
続

き
の
旧
交
を
温
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。翌

九
日
は
鶴
間
池
付
近
の
散
策
、
玉

簾
の
滝
を
見
物
、
昼
は
市
内
に
戻
り
食

事
、
次
回
飛
騨
高
山
で
の
再
会
を
約
し

て
無
事
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

故
郷
庄
内
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に

触
れ
、
童
心
に
帰
っ
た
三
日
間
で
し
た
。

酒
田
在
住
の
幹
事
の
皆
さ
ん
に
感
謝
！

写
真
は
、
相
馬
且
君
経
営
の
お
ば
こ

（
銀
座
一
丁
目
）
で
の
恒
例
の
新
年
会
で

す
。
酒
田
か
ら
長
沢
俊
樹
君
（
浄
徳
寺
）

も
参
加
し
、
三
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
ま
で

盛
上
り
ま
し
た
。
来
年
は
女
性
の
参
加

同期会・昨日 今日

33回

東
京
燦
々
会
開
催

相
川
俊
明

31回

熟
年
修
学
旅
行小

山
嘉
吉

34回

さ
が
だ
さ
あ
べ
〜

増
川
威
志

35回

珊
瑚（
三
五
）の
会

の
近
況

櫻
井
俊
彦
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を
期
待
し
ま

す
。
終
身
会
長

の
伊
藤
正
治
郎

君
は
、
染
谷
英

雄
君
の
創
業
会

社
「
栄
電
子
」

が
外
神
田
に
建

設
す
る
八
階
建

の
本
社
ビ
ル
の

設
計
を
請
負

い
、
張
切
っ
て

ま
す
。
看
板
や

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

等
は
、
齋
籐
貫
治
君
が
担
当
し
ま
す
。

小
生
櫻
井
俊
彦
は
、
さ
く
ら
俊
太
郎

の
筆
名
で
『
偽
ユ
ダ
ヤ
人
と
勝
海
舟
―

世
界
の
中
の
日
本
人
』（
文
芸
社
）
を
出

版
し
ま
し
た
。
櫻
井
宅
（
蕾359-0021

所
沢
市
東
所
沢
二
―
五
―
一
〇
　
蕁
〇

四
―
二
九
四
四
―
九
二
一
八
）
に
千
円

同
封
の
上
ご
注
文
頂
く
と
、
全
国
発
送

し
ま
す
。
丸
善
・
丸
の
内
本
店
や
、
紀

伊
国
屋
・
新
宿
本
店
な
ど
で
も
購
入
で

き
ま
す
（
一
四
七
〇
円
）。
傑
作
と
の
評

判
も
あ
る
よ
う
で
が
ん
す
さ
げ
、
ご
高

覧
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
麓
会
は
、
や
す
く
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
プ
ラ
ン
を
誰
か
が
企
画
し
て
、
若

返
ろ
う
と
年
数
回
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
企
画
が
伴
侶
同
伴

で
す
。
メ

イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
昨

年
六
月
四

日
に
「
パ

シ
フ
ィ
ッ

ク
東
京
」

で
開
催
。

九
州
か
ら

小
出
夫
妻
、

名
古
屋
か

ら
斎
藤
薫
夫
妻
、
酒
田
か
ら
は
小
山
夫

妻
。。
久
し
ぶ
り
に
小
山
敏
子
さ
ん
加
藤

清
松
さ
ん
の
参
加
あ
り
、
二
六
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
に
は
、
佐
藤
隆
さ
ん
の
案
内
で
久

松
さ
ん
小
出
さ
ん
が
日
光
白
根
山
に
登

り
ま
し
た
。

新
年
会
は
一
一
名
が
参
加
し
、
一
月

一
三
日
に
佐
藤
隆
雄
さ
ん
の
企
画
で
箱

根
の
「
健
康
荘
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
う
ら
ら
の
箱
根
熱
海
を
満
喫
し
、
快

適
な
温
泉
と
料
理
に
感
動
し
ま
し
た
。

本
部
定
例
会
は
八
月
一
五
日
午
後
五

時
三
〇
分
よ
り
「
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
」
で

開
催
予
定
。

写
真
は
、
昨
年
の
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

東
京
」
の
様
子
で
す
。

立
川
志
の
輔
の
ペ
ヤ
ン
グ
「
ソ
ー
ス

焼
そ
ば
」
の
Ｃ
Ｍ
や
「
勘
定
奉
行
に
お

ま
か
せ

あ
れ
〜

い
」
の

Ｃ
Ｍ
を

良
く
目

に
す
る

で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
Ｃ
Ｍ
を
製
作
し
て
い
る

の
が
我
三
九
回
の
石
川
鐵
男
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
実
に
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
受

賞
し
、
今
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
実
力
派
Ｃ

Ｍ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

そ
の
彼
が
昨
年
「
俳
句
日
記
・
ぼ
く

の
細
い●

道
」
な
る
随
筆
を
書
き
上
げ
た
。

自
作
の
俳
句
を
そ
え
て
、
子
供
の
頃
の

酒
田
で
の
思
い
、
今
の
独
り
暮
し
の
こ

も
ご
も
、
そ
の
中
で
の
得
意
の
一
人
用

料
理
作
り
の
軽
妙
さ
…
…

自
身
で
も
あ
と
が
き
に
「
友
だ
ち
の

こ
と
、
が
ん
で
あ
る
こ
と
、
バ
ツ
二
の

こ
と
、
ぼ
く
の
す
べ
て
を
こ
の
本
に
さ

ら
け
だ
し
て
し
ま
っ
た
。」
と
告
白
し
て

い
る
通
り
、
ヒ
ト
と
の
出
会
い
を
通
し

た
自
分
を
素
朴
に
描
い
て
い
る
。「
本
当

は
鐵
男
は
ヒ
ト
が
好
き
な
ん
だ
な
ー
！
」

読
み
終
っ
た
私
の
感
想
で
あ
る
。
是
非

ご
一
読
を
！

故
郷
の
我
々
の
期
は
軈
獅
子
の
会
軋

と
勇
ま
し
い
名
前
だ
け
れ
ど
、
東
京
の

有
志
同
期
会
は
軈
い
な
ほ
会
軋
と
古
里

を
彷
彿
さ
せ
る
地
味
な
名
で
す
。
現
会

長
は
当
時
の
応
援
団
副
団
長
（
一
説
に

陰
の
団
長
）
佐
藤
豊
喜
君
。
年
も
明
け

て
間
も
な
い
一
月
二
七
日
、
場
所
は
い

つ
も
の
新
宿
の
居
酒
屋
。
彼
の
強
力
な

説
得
で
集
ま
っ
た
の
は
今
や
熟
年
の
美

男
美
女
た
ち
（
勿
論
昔
も
）
一
三
名

（
女
性
三
名
）。
杯
を
重
ね
る
毎
に
ハ
イ

に
は
し
ゃ
ぎ
回
る
Ｍ
君
は
今
回
も
健
在
。

近
況
報
告
の
後
は
、
こ
と
高
校
時
代
の

話
題
に
な
る
の
も
自
然
の
成
り
行
き
。

今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
環
境
で
よ
く

も
学
ん
で
こ
れ
た
な
ど
と
語
り
合
い
、

そ
う
い
え
ば
あ
な
た
は
同
級
生
じ
ゃ
な

か
っ
た
？
　
と
の
オ
チ
も
付
く
始
末
。

そ
の
一
人
、
Ｋ
君
の
退
路
を
断
っ
て
の

画
家
と
し
て
の
独
り
立
ち
宣
言
に
全
員

エ
ー
ル
を
送
り
、
商
品
化
さ
れ
る
団
塊

の
世
代
の
驥
尾
に
付
す
我
等
も
、
そ
ろ

そ
ろ
か
…
と
。
近
々
Ｏ
さ
ん
の
ス
タ
ジ

オ
で
フ
ォ
ー
ク
集
会
で
も
開
こ
う
と
意

気
込
ん
で
再
会
を
約
し
た
の
で
し
た
。

同期会・昨日 今日

36回

山
麓
会

本
宮
正
幸

39回

芭
蕉
に
な
っ
た
男

後
藤
吉
修

44回

そ
ろ
そ
ろ
、
ど
う
す
る
？

樋
渡
　
登



一
五
年
ほ
ど

の
長
い
付
き
合

い
に
な
り
ま
し

た
。
五
月
定
例

会
・
暑
気
払

い
・
忘
年
会
・

新
年
会
…
私
に

と
っ
て
欠
か
せ

な
い
年
中
行

事
！
　
深
く
も
浅
く
も
軽
く
も
重
く
も
私

自
身
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
応
じ
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
し
て
く
れ
る
、
離
れ
て
い
て
も
ま
た
い

つ
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
大
切
な
「
大

人
」
の
仲
間
。
面
白
い
こ
と
に
、
高
校
時

代
全
く
知
ら
ず
、
卒
業
二
〇
年
以
上
た
っ

て
か
ら
初
め
て
話
す
と
い
う
人
が
殆
ど
。

高
校
三
年
間
同
じ
空
間
の
中
に
い
た
せ
い

か
し
ら
。
巽
会
で
の
新
た
な
出
会
い
と
発

見
ア
リ
！
　
こ
れ
か
ら
参
加
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
ぜ
ひ
ぜ
ひ
ご
出
席
を
！

今
年
は
私
ど
も
三
組
が
幹
事
で
ご
案
内
し

ま
す
の
で
心
よ
り
お
待
ち
し
て
ま
す
♪
併

せ
て
巽
会
ゴ
ル
フ
部
員
も
大
々
募
集
中
！

超
初
心
者
の
私
で
も
や
る
気
満
々
よ
♪

と
い
う
会
が
昨
年
八
月
一
二
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
の
昨
年
中
に
私
た
ち
の
学
び

過
ご
し
た
第
一
校
舎
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。快

晴
、
約
三
〇
名
が
現
地
集
合

一
六：

〇
〇
校
舎
見
学
・
記
念
撮
影
。

同
窓
会
担
当
の
五
〇
回
御
船
先
生
の
誘

導
で
校
舎
を
回
り
ま
し
た

一
七：

三
〇
懇
親
会
（
ホ
テ
ル
リ
ッ

チ
＆
ガ
ー
デ
ン
）。
地
理
の
津
田
先
生
が

来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

地
元
の
経
済
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
シ

ャ
ッ
タ
ー
通
り
の
駅
前
、
そ
の
再
開
発
計

画
の
頓
挫
、
ダ
イ
エ
ー
の
閉
鎖
と
跡
地
売

却
の
混
迷
、
大
学
が
出
来
て
も
学
生
が
街

を
素
通
り
し
て
い
る
現
状
、
じ
わ
っ
と
暗

く
な
る
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で

も
、山
は
青
き
ふ
る
さ
と
、水
は
き
よ
き
ふ

る
さ
と
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
定
年
後
に

帰
ろ
う
と
す
る
Ｏ
Ｂ
の
た
め
酒
田
の
不
動

産
の
広
告
を
会
報
に
載
せ
て
み
た
ら
と
不

動
産
業
の
幹
事
今
井
君
に
提
案
し
ま
し
た
。

昨
年
一
一
月
一
八
日
、
寝
台
特
急
あ

け
ぼ
の
で
朝

五
時
過
ぎ
に

酒
田
に
着
き

ま
し
た
。
そ

の
日
、
母
校

で
職
業
紹
介

を
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と

い
う
、
大
変

光
栄
な
場
を

設
け
て
頂
い
た
の
で
し
た
。

昨
年
は
我
々
五
四
年
度
卒
業
生
の
同

窓
会
幹
事
年
で
し
た
。
職
業
紹
介
は
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
関
東
地
区

か
ら
は
三
名
が
母
校
の
高
校
生
の
前
で

話
す
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
同
窓
会
に

は
関
東
地
区
か
ら
は
一
〇
名
ほ
ど
で
、

同
期
は
八
三
名
の
参
加
で
し
た
。

同
窓
会
は
大
成
功
で
し
た
。
詳
細
に
亘

り
計
画
・
運
営
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
た

酒
田
で
活
躍
す
る
同
期
の
仲
間
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
力
の
入
っ
た
応
援
団
の

エ
ー
ル
は
当
時
の
ま
ま
で
、
我
々
の
心
を

震
わ
せ
ま
し
た
。
迷
い
、
悩
ん
だ
高
校
生

活
で
し
た
が
、
今
は
当
時
の
仲
間
・
先
生

と
の
語
ら
い
が
何
よ
り
楽
し
み
で
す
。

来
年
の
関
東
地
区
梧
葉
会
で
、
ま
た

会
い
ま
し
ょ
う
。

無
二
の
会
は
、
今
年
、
卒
業
二
〇
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
正
確
に
は
二
〇
年

に
ち
ょ
っ
と
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
一

月
二
日
に
、
酒
田
で
記
念
同
窓
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
一
四
時
か
ら
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
、
取
り
壊
さ
れ
る

予
定
の
東
校
旧
校
舎
の
見
学
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー

デ
ン
に
移
動
し
て
懇
親
会
、
二
次
会
、

場
所
を
変
え
て
三
次
会
と
続
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
や
っ
て
い
た
三
次
会
は
午
前

三
時
に
終
了
し
た
そ
う
な
の
で
、
最
長

の
人
は
一
三
時
間
話
し
続
け
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
懇
親
会
に
は
、
同
級
生
九

四
名
、
恩
師
五
名
の
総
勢
九
九
名
が
参

加
し
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

無
二
の
会
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
っ
て
全
国
の
同

級
生
と
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
参
加
者
は
今
回
の
同
窓

会
の
開
催
で
増
え
、
八
〇
人
以
上
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東

京
亀
城
会
の

総
会
・
懇
親

会
の
幹
事
年

で
も
あ
る
の

で
す
が
、
一

月
二
日
で
み

ん
な
が
燃
え

尽
き
て
し
ま

っ
て
い
な
い

か
が
、
少
し

心
配
で
す
。

12

同期会・昨日 今日

＜第27号＞

46回

新
た
な
出
会
い
、
発
見

ア
リ
!!

田
口
亮
子

54回

す
ば
ら
し
か
っ
た

同
窓
会

野
村
桂
子

62回

卒
業
二
〇
周
年宮

本
健
一

52回
「
旧
校
舎
を
懐
か
し
む
」

池
田
明
幸



会
長
　
中
山
　
誠
（
35
回
）

酒
東
柔
道
部
東
京
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
年

も
副
会
長
の
佐
藤
隆
氏
は
じ
め
幹
事
の

方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
盛
大
に
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
会
は
故
市
原
寿
蔵
先
生
の
柔
道

に
対
す
る
生
前
か
ら
の
情
熱
や
遺
風
を

受
け
継
ぐ
た
め
に
、
酒
東
柔
道
部
Ｏ
Ｂ

有
志
の
発
起
に
よ
り
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。
市
原
先
生
が
い
な
か
っ

た
ら
山
形
県
内
の
戦
後
の
柔
道
の
復
刻

史
は
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

今
や
柔
道
は
世
界
の
柔
道
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

「
ハ
ジ
メ
」「
マ
テ
」「
ユ
ウ
コ
ウ
」「
コ

ウ
カ
」「
ワ
ザ
ア
リ
」「
イ
ッ
ポ
ン
」
五

輪
や
世
界
選
手
権
は
勿
論
の
こ
と
外
国

の
名
も
な
い
試
合
で
も
、
柔
道
で
は
日

本
語
が
使

わ
れ
て
い

ま
す
。

我
々
Ｏ

Ｂ
の
目
に

鮮
や
か
に

映
っ
た
の

は
「
柔
よ

く
剛
を
制

す
」
を
体

現
し
た
市

原
先
生
の
足
技
で
し
た
。
相
手
を
足
で

は
ね
あ
げ
る
跳
ね
腰
や
内
股
で
巨
漢
を

倒
し
観
客
を
わ
か
せ
る
「
技
の
妙
技
が

感
動
を
呼
ん
だ
」
こ
の
教
え
を
受
け
継

い
だ
皆
が
集
い
毎
年
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
出

来
ま
す
こ
と
が
幸
せ
で
す
。

木
山
事
務
所
公
演
の
お
知
ら
せ

岸
田
國
士
の
風
俗
喜
劇
「
道
遠
か
ら

ん
」
の
公
演
を
五
月
に
終
え
た
木
山
事

務
所
で
は
、
九
九
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

〇
二
年
ソ
ウ
ル
、
〇
三
年
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
世
界
的
な
感
動
の
波
を
引
き
起
こ
し

た
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
八
月
一
七
日

〜
一
九
日
に
、
東
京
・
六
本
木
の
俳
優

座
劇
場
で
上
演
す
る
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
は
今
年
で
三
九
九
回
を
迎
え
、
今

年
度
の
文
化
庁
芸
術
創
造
活
動
重
点
支

援
事
業
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
一
〇
月

に
は
モ
ス
ク
ワ
や
ヤ
ロ
ス
ラ
ー
ヴ
リ
で

の
上
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
海
外

で
も
高
く

評
価
さ
れ

て
い
る
日

本
製
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
を
東
京

で
見
る
こ

と
が
で
き

る
ま
た
と

な
い
機
会

だ
。
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
し
込
み
は

木
山
事
務
所
（
〇
三
・
五
九
五
八
・
〇

八
五
五
）
ま
で
。

名
作
「
森
は
生
き
て
い
る
」

阿
部
義
弘

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
や
、
マ
リ

ン
ス
キ
ー
・
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
劇
場
で

知
ら
れ
る
美
術
の
都
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
か

ら
、
マ
ル

シ
ャ
ー
ク

の
「
森
は

生
き
て
い

る
」
が
一

〇
月
日
本

に
や
っ
て

き
ま
す
。

マ
ル
シ
ャ

ー
ク
生
誕

一
二
〇
年
を
記
念
し
た
「
ロ
シ
ア
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2000

IN
JA
PA
N

」

の
企
画
作
品
で
す
。

私
は
日
本
公
演
に
先
立
つ
四
月
に
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
こ
の
舞
台
に

立
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
と

同
じ
よ
う
に
お
母
さ
ん
と
一
緒
の
子
ど

も
た
ち
で
六
〇
〇
余
の
コ
ミ
サ
ル
ジ
ェ

フ
ス
カ
ヤ
劇
場
は
あ
つ
い
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
一
九

五
四
年
俳
優
座
の
初
演
以
来
爆
発
的
人

気
を
よ
び
、
い
く
つ
も
の
劇
団
に
引
き

つ
が
れ
、
三
〇
〇
〇
回
を
超
え
る
上
演

を
記
録
。
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
「
青
い

鳥
」
と
並
ぶ
名
作
と
し
て
演
劇
王
国
ロ

シ
ア
以
上
に
愛
さ
れ
、
定
着
し
て
い
る

舞
台
で
す
。
東
京
だ
け
の
公
演
で
す
が
、

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
し
ま
せ
ん
よ
う

お
す
す
め
致
し
ま
す
。

お
問
合
せ：

チ
ケ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

蕁
　
〇
三
―
三
二
三
四
―
九
九
九
九
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亀城人往来

＜第27号＞

東
京
柔
道
Ｏ
Ｂ
会

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

「
道
遠
か
ら
ん
」
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ふるさと発

◇味も見た目も横綱級「平田赤ねぎ」
「平田赤ねぎ」をご存知でしょうか。
根元が色鮮やかなワインレッド色をし
たこのねぎは、生では辛く、加熱する
とトロリと口当たりの良い甘みに変わ
る特色があります。また、枝分かれし
ていない一本ねぎの赤ねぎは、全国で
も平田地域でのみ栽培されているとい
う貴重な伝統野菜でもあります。
このたび、この「平田赤ねぎ」は、

特許庁が平成18年4月に施行した地域団
体商標制度の登録を受けました。この
制度は、地域名と商品名を組み合わせ
た商標を保護し、地域ブランド化を後
押しするもので、全国から出願が相次
ぎ、高い関心を集めています。県内で
は平田赤ねぎを含む４品目が認められ
ました。
平田赤ねぎは、10月下旬から首都圏
や市内に向けて出荷される予定ですの
で、ぜひ平田の自慢の味をご賞味くだ
さい。 （佐藤富雄支所長）

平
田

幽玄の世界へ
酒田市松山地区では、毎年６月第２
土曜日に、羽州庄内松山城「薪能」が
上演されます。
松山能は、約300年前に江戸勤番の松
山藩士が能楽を修得したことに始まり、
やがて武家から町方に伝承され、現在
では、演能団体「松諷社」に受け継が
れています。観世流を源とし、独特の
能として昭和55年には山形県の無形文
化財に指定されています。
この薪能は、松山城大手門のそびえ
る歴史公園の竣工を記念して上演が始
まり、県内外からの観客をお迎えし、
今年で第26回目の公演を迎えます。
県内唯一の現存する城郭建築である
大手門のそばに特設舞台が設置され、
かがり火による幻想的な雰囲気の中で
演じられる松山能を、機会をとらえ、
ぜひ、ご鑑賞ください。

（平向與志雄支所長　44回）

松
山

「八幡」の去年・今年
草木が凍え、地吹雪が宙を舞う。そ
んないつもの厳しい冬季が、極端とも
いえる暖冬で推移した今年。除雪経費
も昨年の４分の１程度で済んだ。
「丁亥」をものの本では、「地中や水
面下で新旧勢力が衝突する年」とある
が、平穏であり続けることを祈ってい
る。
昨年の12月、「八幡郵便局」が市条荒
瀬地内に新装オープンした。これは、
酒田街道から舞鶴公園や八森温泉「ゆ
りんこ」に直通する市道の道路改良に
伴い移転改築したもの。
八幡郵便局は明治８年に市条郵便局
として開局以来、130有余年に亘り、住
民の生活とともに歩み、社会、経済を
支えてきた。
新しい郵便局の背後には鳥海山が全
容を見せ、四季の移ろいが、見事な借
景となっている。 （三柏憲生支所長）

八
幡

酒
東
二
八
会

酒
田
市
緑
ケ
丘
二
―
九
―
三

1
〇
二
三
四
―
三
一
―
二
〇
六
三

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

会
長

成

田

恒

夫

東
京
二
八
会

事
務
局
　
松
戸
市
小
金
原
七
―
十
一
―
二

五
十
嵐
　
昌
士

1
〇
四
七
―
三
四
五
―
四
〇
八
四

昭
和
二
八
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校

東
京
ふ
く
の
会

連
絡
先
　
本
　
間
　
英
　
生

自
　
宅
　
〇
四
八
〇
（
三
三
）
四
〇
三
七

昭
和
二
九
年
卒

酒
田
東
・
西
高
校 会

長

金

山

義

雄

東
京
燦
燦
会

代
　
表

相
川
俊
明

連
絡
先

阿
部
尚
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
九
四
八
―
二
三
九
〇

昭
和
三
三
年
卒

酒
田
東
高
校

酒田市大町6-12 TEL0234-26-6868
URL http：// www.hayashikensetsu.co.jp /

林建設工業株式会社　住宅部

～ 暮らしを考えた、住まいづくり ～

～家族の生活空間である
『住まい』を大切に～

カムホームは、お客様毎の

暮らしの夢や現在の住まい

の課題を基に新しい住まい

づくりをお手伝いします。

左
よ
り
三
人
目
前
八
幡
郵
便

局
長
（
現
八
幡
亀
城
会
会
長
）
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ふるさと発

町の直売所に
は山菜が豊富
です。蕨､うる
い、うど、こご
み､たらのめ、
葉わさびなど
直売所をまわ
るたびに春を
実感していると

ころです。
さて、今回はさらに続けて食べ物にち
なんだ話題を提供します。ご存知の飛島、
石川県から北海道にかけて、イカ釣り漁
船の漁労長さんに飛島出身の方々が多
いのです。飛島のイカ釣りの技術が認め
られているのです。彼らが操る各県の船
籍のイカ釣り船が酒田港にそろって一斉
に出港します。東北､北海道で酒田だけ
で行っています。今年は６月２日に中型イ
カ釣り漁船９隻がそろって出港します。
皆さんの食卓に届くイカもこの船団が
釣り上げたイカが届くかもしれません。
イカの刺身を食べるときには、ああ酒田
でもイカを食べているかなあ、今年の夏
は帰省して酒田の食材を、と考えていた
だければ幸いです。

（和田邦雄酒田市総務部長　42回）

酒
田

イカ釣り船団出港式
東京亀城会の皆様にはご壮健にてご
活躍のことと存じます。４月から総務部長
を務めています和田と申します。
今年は暖冬の影響が心配されました

が、３月に冷え込み田植えは平年並み、
山菜は少し遅れ気味ということのようで
す。田植えは平野部から山間部へと移っ
てきていますが今年も豊作でありますよ
う願っています。
酒田祭りは「マスを添えたあんかけう
どん」だとご記憶の方も多いでしょうが､
サクラマスは祭りの頃旬を迎えました。
川マスはなかなか高価で手が出ません
が、ニラを添えたマス煮はこたえられま
せん。
また、合併した旧３町も含めて農産物
の直売所が５箇所ありますが､特に旧３

東
京
珊
瑚
の
会

有
志
一
同

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

東

京

39

会

昭
和
三
九
年
卒

酒
田
東
高
校

酒

東
「
巽

会
」

連
絡
先

高
橋
常
昭

電
　
話
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
七
五
）
八
一
九
五

昭
和
四
六
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
ゴ
ミ
の
会

連
絡
先

進
藤
　
弘

電
　
話
　
〇
三
（
三
五
九
七
）
一
九
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
五
九
七
）
一
九
三
四

昭
和
五
三
年
卒

酒
田
東
高
校

梧

葉

会

連
絡
先

阿
部
浩
美

電
　
話
　
〇
四
八
（
四
六
七
）
二
三
八
二

昭
和
五
四
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
三
四
会

昭
和
三
四
年
卒

酒
田
東
高
校

有
志
一
同

昭
和
五
二
年
卒

酒
田
東
高
校

連
絡
先
　
池
田
明
幸

文
京
区
小
石
川
一
―
九
―
一
四
―
五
〇
二

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
・
三
八
一
八
・
二
六
三
六

Ｅ
メ
ー
ル

a
ike
d
a
@
s
a
.d
c
n
s
.n
e
.jp

東
京
五
二
回

酒
田
東
高
等
学
校

昭
和
三
六
年
卒
業

こ
こ
に
あ
り
、
集
ま
ろ
う

毎
年
　
八
月
一
五
日

於
　
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田

我
ら
が
集
う

山

麓

会

☆ご寄付のお願い☆
4月14日に開催された拡大理事会で、母校新
体育館のステージに緞帳を贈呈することが決
定しました。秋の文化祭などには欠かせない
備品です。電動式で費用は約120万円を予
定しています。
払込用紙でのご送金を宜しくお願い致しま
す。（理事一同）

現在のステージ。垂れ幕と両袖幕があります
が緞帳はありません

○
発
　
行
　
二
〇
〇
七
年
六
月
一
日

○
発
行
者
　
上
林
　
茂

○
編
集
人
　
元
木
　
徹

○
編
　
集
　
佐
々
木
亜
希
子

○
発
行
所
　
東
京
亀
城
会

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
ー
一
八
ー
六

共
同
銀
座
一
丁
目
ビ
ル
五
階

元
木
徹
法
律
事
務
所
内

○
問
合
先
　
闍
橋
企
画
・
編
集
事
務
所

3
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
〇
九
七

5
〇
四
二
・
六
七
五
・
八
一
九
五

東
京
亀
城
会
会
報
第
二
七
号
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私
事
で
す
が
、
取
引
先
の
部
長
さ
ん

が
実
は
酒
東
の
同
窓
生
だ
っ
た
と
偶
然

わ
か
り
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

の
輪
が
一
つ
増
え
た
わ
け
で
す
。

同
期
や
年
次
の
近
い
同
志
が
旧
交
を

温
め
る
も
良
し
、
年
代
が
離
れ
た
人
達

と
も
気
軽
に
言
葉
を
交
わ
し
、
皆
で
東

京
亀
城
会
の
輪
（
和
）
を
広
げ
て
行
き

ま
せ
ん
か
。

今
年
の
総
会
は
末
尾
に
二
の
つ
く
卒

業
年
次
が
当
番
で
す
。
気
軽
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
考
え
、
次

の
よ
う
な
運
営
大
綱
に
し
ま
し
た
。

＊
懇
親
会
費
を
一
律
六
〇
〇
〇
円
に
据

え
置
く
（
但
し
、
学
生
は
無
料
）

＊
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
六
五
回
卒
の
佐
々

木
亜
希
子
さ
ん
の
「
活
弁
」
を
実
施
す

る
。
無
声
映
画
時
代
の
活
弁
を
現
代
風

の
語
り
口
と
自
在
な
セ
リ
フ
回
し
で
聴

か
せ
る
ヴ
ォ
イ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

御
期
待
を
。
上
映
す
る
の
は
『
血
煙
高

田
馬
場
』
と
『
大
学
は
出
た
け
れ
ど
』

の
二
本
で
す
。

＊
従
来
の
お
土
産
を
廃
止
し
、
抽
選
会

の
当
選
者
だ
け
に
景
品
を
出
す
。

＊
席
順
は
抽
選
（
前
項
の
抽
選
を
兼
ね

る
）
に
よ
り
、
年
代
ミ
ッ
ク
ス
に
す
る
。

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御
参
加

下
さ
い
。
若
い
人
の
お
知
り
合
い
も
誘

っ
て
下
さ
い
。

（
当
番
幹
事
代
表
32
回
廣
瀬
武
）

平
成
一
九
年
度
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

◎
日
時

六
月
一
六
日
（
土
）
正
午
か
ら
。

（
受
付
は
三
〇
分
前
よ
り
）

◎
会
場：

レ
ス
ト
ラ
ン
・
キ
ャ
ッ
ス
ル

千
代
田
区
内
幸
町
二
―
一
―
一
　
飯
野
ビ
ル
九
階

電
話：

〇
三
・
三
五
〇
六
・
五
〇
七
〇

◎
懇
親
会
費

一
律
六
〇
〇
〇
円
（
但
し
、
学
生
無
料
）

◎
年
会
費：

二
〇
〇
〇
円
（
全
員
）

◎
お
招
き
の
恩
師

高
橋
武
男
先
生
（
32
回
）
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平成19年度総会・懇親会のご案内

ふるさとの銀行

荘内銀行東京支店
TEL.03-3256-8911

至
日
本
橋 

北
口 

外
　
堀
　
通
　
り 

西
口 

NTT（神田） 

荘内銀行東京支店 
(2F)

神
田
駅 

互助会ビル 

つ
な
ぎ
ま
す
、

人
・
夢
・
情
報
。

入
退
院
寝
台
手
配

二
十
四
時
間
受
付

顧
問

五
十
嵐

昌
士
（
二
八
回
卒
）

h
ttp
://w

w
w
.n
tn
-jp
.com

/sou
g
i

価値あるセレモニーを
皆様とともに

営業範囲　関東近県

東京亀城会関係者割引
２０％OFF(祭壇料)

東京都大田区大森北3 - 1 3 - 2

( 0 3 ) 3 2 9 8 - 0 0 8 5
sougi@ntn- jp .com

日
　
典

（
株
）

自然と友に。

セイコーエプソングループは

企業活動と地球環境との調和をめざし、

高い目標の環境保全に積極的に取り組み、

良き企業市民としての

社会的責任を果たしていきます。

酒田市十里塚166-3 †（0234）31-3131㈹
http://www.epson.jp/tohokuepson/

東
京
亀
城
会
の
「
輪
」
を
広
げ
よ
う

『血煙高田馬場』
●昭和３年　日活京都作品　縮刷版６分
●監督／伊藤大輔
●出演／大河内傳次郎、東木寛（伴淳三郎）

『大学は出たけれど』
●昭和４年　松竹作品　縮刷版15分
●監督／小津安二郎
●出演／田中絹代、高田稔

t

▼


